iStorage NSシリーズ

VERITAS NetBackupを使ったシステム復旧
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システム復旧手順（VERITAS NetBackup）
<バックアップ>

※Server Appliance Kit バージョン2.x(注)でスナップショット機能（Persistent Storage Manager）をご使用の場合、バックアップ前に必ず全ての固定イメージを削除してください。固定イメージが残っているとバックアップ／リストアが正常に行えません。
　(注)Server Appliance Kit バージョンは、WebUIの[ヘルプ]ページの「Windows Powered サーバー アプライアンスについて」又は「Windowsサーバの管理用Webユーザー インターフェースについて」で確認してください。
　　　　　　　 ※全ての固定イメージを削除してもスナップショット用フォルダ（デフォルトでは
ｘ:\snapshots、ｘは各ドライブ文字）は残りますので、NetBackupの設定にて、各ドラ

イブのスナップショット用フォルダをバックアップ対象外にしてください。設定方法は
NetBackupのシステム管理者ガイドを参照してください。
1. バックアップ実行時、全てのドライブをバックアップする｢ALL_LOCAL_DRIVES｣を選択して下さい。また、クライアントからバックアップを実行する場合は、｢全てのドライブ｣と｢system_state｣を選択して下さい。

2. 1でのバックアップ終了後、NetBackupカタログのバックアップを行って下さい。
(NetBackupカタログのバックアップがない場合は、メディアのインポートによりカタログ情報を作成することができますが作業に時間がかかることがあります。NetBackupカタログのバックアップを行うことを推奨します)

<システムの復旧>( iStorage NSがNetBackupマスタサーバの場合)

1. iStorage NSのユーザーズガイド等に記載されている手順に従いOSの復旧（再インストール）を行います。

2. OSの復旧完了後、コンピュータをリブートし、NetBackupをインストールします。

　　　　　　　　

· 以下のディレクトリを作成することによってデバッグログ採取を可能にします。

· install_path\NetBackup\logs\tar
· install_path\NetBackup\logs\bpinetd
※Install_pathはNetBackupインストールディレクトリ
(デフォルトC:\Program Files\VERITAS)

3. NetBackup Client Service以外のNetBackupサービスをすべて停止して下さい。
NetBackup Activity Monitorまたは、コントロールパネルの｢Services｣を使用して下さい。

4. コマンドbprecoverを使用してNetBackupカタログを復旧して下さい。

<例> bprecover -r -tpath \\.\Tape0

注)\\.\Tape0はNetBackupカタログバックアップが格納されたテープをロードするドライブに該当するrawデバイスパスです。デバイス構成を確認の上、該当するパスを指定して下さい。
Tape0に割り当てられているテープドライブにカタログバックアップが格納されたテープをロードしておいて下さい。

5. カタログの復旧が完了後、停止しているNetBackupサービスを起動します。

6. リストアを開始します。

1 NetBackup Administrationを起動します

2 Backup, Archive, and Restoreユーティリティを起動します

3 Restoreを参照して、復旧するコンピュータ名の横のチェックボックスを選択することですべてのドライブが復旧対象となります。

注)このとき５で復旧した以下のカタログディレクトリは除外して下さい

· install_path\NetBackup\db\

· install_path\Volmgr\database

· install_path\NetBackup\var\

※Install_pathはNetBackupインストールディレクトリ(デフォルトC:\Program Files\VERITAS)

4 ｢Overwrite the existing file｣(上書き)オプションを選択して下さい

5 リストアを開始します

7. リストア後、デバッグログをチェックして下さい。ERR、WRNメッセージがある場合、継続する前に問題を解決して下さい。

注)デバックログは自動的に削除されず、NetBackupが動作するたびに増えていきます。復旧完了後、3で作成したディレクトリを削除して下さい。また、この時install_path\NetBackup\logs\配下にある以下のディレクトリ/ファイルは削除しないで下さい。削除した場合その後の動作が保証されません。

(削除してはいけないディレクトリ)

     1) AltPath

     2) user_ops

(削除してはいけないファイル)

     1) mklogdir.bat
8. コンピュータをリブートすると、システム復旧が完了します。

<システムの復旧>( iStorage NSがNetBackupメディアサーバの場合)

注)NetBackup BusinessServerではメディアサーバを適用できません。

復旧手順はbprecoverが動作するとき以下のパスを使用することを除いてマスタサーバの場合と同様です。

NetBackupカタログのバックアップ時、以下のパスも追加してバックアップして下さい。

· Media_server_name：install_path\NetBackup\db\media

· Media_server_name：install_path\Volmgr\database

※media_server_nameはメディアサーバのコンピュータ名

※Install_pathはNetBackupインストールディレクトリ
(デフォルトC:\Program Files\VERITAS)

<システムの復旧>( iStorage NSがNetBackupクライアントの場合)

1. iStorage NSのユーザーズガイド等に記載されている手順に従いOSの復旧（再インストール）を行います。
2. OSの復旧が完了したら、コンピュータをリブートし、NetBackupクライアントをインストールします。

3. デバッグログを採取するため以下のディレクトリを作成します。

· install_path\NetBackup\logs\tar

· install_path\NetBackup\logs\bpinetd

※Install_pathはNetBackupインストールディレクトリ
(デフォルトC:\Program Files\VERITAS)

作成後NetBackup Client Managerサービスを再起動することによってデバックログの採取が可能になります。

4. NetBackupクライアントインタフェースを使用してリストアを開始します。

1 Backup, Archive, and Restoreユーティリティを起動します

2 Restoreを参照して、復旧するコンピュータ名の横のチェックボックスを選択することですべてのドライブが復旧対象となります。

3 ｢Overwrite the existing file｣(上書き)オプションを選択して下さい

4 リストアを開始します

5. リストア後、デバッグログをチェックして下さい。ERR、WRNメッセージがある場合、継続する前に問題を解決して下さい。

注)デバックログは自動的に削除されず、NetBackupが動作するたびに増えていきます。復旧完了後、３で作成したディレクトリを削除して下さい。また、この時install_path\NetBackup\logs\配下にある以下のディレクトリ/ファイルは削除しないで下さい。削除した場合その後の動作が保証されません。

(削除してはいけないディレクトリ)

     1) AltPath

(削除してはいけないファイル)

     1) mklogdir.bat
6. コンピュータをリブートすると、システム復旧が完了します。

<復旧時の留意事項>

リストアの終了ステータスが(５)となりデバックログに以下のWRNが出ることがあります。

WRN - Removable Storage Management: unable to import database (WIN32 4312: Unknown error)
このときは再度、システムディレクトリ配下の\winnt\system32\ntmsdataのみを選択してリストアして下さい。

以上

